
銅と硫黄の実験

。
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カイロの上に置いた銅板

温室で放置した銅板

１時間後

１時間後 １日後

硫黄

硫黄

銅板

銅板

カイロ

色が変わった。ふれるとはがれ落ちるので

化学変化が起こったことがわかる。

わずかに色が変わった。 色がはっきり変わった。

(１) 銅と硫黄の化合

実験のまとめ

この実験で，銅と硫黄が穏やかに化合したことがわかる。また，温度が高いほうが

化合が進みやすいことがわかる。温度が低いと化合が進むのに時間がかかる。

(２) 銅と硫黄の化合

①銅線を硫黄の中に入れて加熱する。

② 激しい化学変化 が起こり，銅線は 青みがかった黒色 の 硫化銅 になる。

言葉の式

化学反応式

モデル式

銅 ＋ 硫黄 硫化銅

＋

実験のまとめ

硫化銅は，銅原子と硫黄原子が１：１で結びついた化合物である。物質と硫黄との

化合を硫化といい，硫化によってできる物質を硫化物という。多くの金属は，硫黄

と化合しやすいため，自然界にある金属には，酸化物と同様に，硫化物として存在

しているものも多い。

キ

＋

チ


